
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党杉並区議会議員 

週
刊 

です 

こんにちは 
こ う へ い 杉並区善福寺２－２－１１ 

TEL 090-9973-0941 

ホームページ 

http://yamadakohei.jp 
 

右ＱＲコードを 

ご活用下さい 2026.4.23 №558 

 

４
年
間
で
多
く
の
実
績
と
成
果 

政策発表会に多くの区民が参加 

4
月
23
日
（
木
）、
２
期
目
を
目
指
す
岸
本
区
長
は
、
次

期
4
年
の
公
約
と
な
る
政
策
を
発
表
し
ま
し
た
。 

「
杉
並
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
！
未

来
を
つ
く
る
政
策
」
と
題

し
、
『
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
杉
並
。
』
を
テ
ー

マ
に
、
①
子
ど
も
・
教
育 

②
暮
ら
し
・
福
祉
③
安
心
・

安
全
④
環
境
・
ま
ち
づ
く
り 

⑤
地
域
経
済
・
文
化
⑥
対
話

の
区
政
の
６
つ
の
柱
を
掲

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
政

策
を
示
し
て
い
ま
す
。
（
左

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
） 

岸
本
区
政
が
進
め
て
き
た

「
対
話
の
区
政
」
で
は
、
計
画

を
決
め
る
前
に
区
民
か
ら
の

意
見
聴
取
や
区
か
ら
の
情
報

共
有
を
行
な
い
、
区
民
と
行
政

が
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
互
い

の
知
見
を
活
か
し
て
一
緒
に

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

政
策
を
発
表
す
る
岸
本
区
長 

岸本さとこ区長

の政策特設 

ページはコチラ 

杉並 ＮＥＸＴ 
未来をつくる政策 

杉
並
区
長
と
し
て
の
４
年
間
の
実
績
と
成
果
と
し
て
、

児
童
館
全
廃
方
針
を
見
直
し
７
館
を
新
設
（
併
設
・
複
合

化
）
す
る
こ
と
、
介
護
職
員
や
事
業
所
を
継
続
的
に
支
援
し

て
き
た
こ
と
、
家
賃
補
助
や
転
居
費
用
補
助
を
開
始
し
「
住

ま
い
は
権
利
」
を
実
現
し
た
こ
と
、
震
災
救
援
所
の
環
境
を

大
き
く
改
善
し
た
こ
と
、
区
内
中
小
事
業
者
へ
の
光
熱
費

の
一
部
助
成
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
、
公
契
約
条
例
に
よ
る

最
低
賃
金
を
２
０
２
２
年
度
の
１
０
９
３
円
か
ら
２
０
２

６
年
度
は
１
５
０
０
円
へ
と
引
き
上
げ
た
こ
と
、
な
ど
が

語
ら
れ
ま
し
た
。 

岸
本
区
長
の
も
と
で
実
現
し
た
政
策
の
中
に
は
、
学
校
給

食
費
の
無
償
化
、
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助
成
、
介
護
職
員

へ
の
居
住
支
援
、
家
賃
助
成
・
転
居
費
用
の
助
成
、
生
理
用

ナ
プ
キ
ン
無
料
配
布
の
拡
充
、
中
小
企
業
・
商
店
街
へ
の
支

援
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
、
平
和
施
策
の
充
実
、
気
候

危
機
対
策
の
充
実
な
ど
、
日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団
が
繰
り

返
し
要
望
し
、
議
会
で
論
戦
し
実
現
し
て
き
た
政
策
が
多
数

あ
り
ま
す
。 

区
議
団
提
案
の
多
く
が
実
現 

区
民
と
の
対
話
の
努
力 

杉
並
区
に
新
し
い
変
化
が 

子
ど
も
の
居
場
所
に
関
す
る
基
本
方
針
の
制
定
ま
で
に

は
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
か
ら
数
十
回
の
意
見
聴
取
を
行

な
い
、
地
域
や
支
援
団
体
と
の
意
見
交
換
会
も
行
な
っ
て
き

ま
し
た
。
区
民
同
士
の
新
た
な
繋
が
り
も
生
ま
れ
る
こ
と

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
の
強
化
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。 

岸
本
区
長
就
任
後
の
対
話
の
取
組
は
４
３
８
回
、
参
加
者

は
延
べ
約
１
万
５
千
人
に
上
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団
も
こ
う
し
た
対
話
の
区
政
を

さ
ら
に
進
め
、
区
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

https://suginami2026.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党の山添拓参

院議員、都議団(原田都

議）等も参加。 

 

外環道工事 シールドマシンに重大損傷 

質疑の様子

は東京都委

員会のＨＰ

に掲載。 

下ＱＲコー

ド参照。 

 

外環道工事 シールドマシンに重大損傷 

国交省レク「想定外事故」と国・事業者認める 

日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
に
よ
る
国
土
交
通
省
レ
ク
チ
ャ
ー
が
行

な
わ
れ
、
関
係
自
治
体
議
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
レ
ク

で
は
、
外
環
道
工
事
に
お
い
て
発
生
し
て
い
る
重
大
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
、
国
土
交
通
省
・
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
・
中
日
本
側
か
ら
説
明

を
受
け
、
質
疑
を
行
な
い
ま
し
た
。 

損
傷
原
因
や
復
旧
見
通
し
不
明 

「
簡
単
に
壊
れ
る
も
の
で
な
い
」 

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
大
泉
側
本

線
南
行
き
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
「
グ
リ
ル
ド
」

で
す
。
今
年
1
月
、
地
下
約
55
メ
ー
ト
ル

で
掘
進
中
の
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
か
ら
「
ゴ

ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
」
と
い
う
異
音
が
発
生
。
そ
の

後
の
点
検
で
「
心
臓
部
」
と
も
言
え
る
大
ギ

ア
23
か
所
と
、
接
続
す
る
ベ
ア
リ
ン
グ
の

約
7
割
に
変
状
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
、
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
調
査
や

開
口
部
を
設
け
た
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
国
・
事
業
者
は
、「
な
ぜ
損
傷
し

た
の
か
？
」「
な
ぜ
ベ
ア
リ
ン
グ
等
が
欠
け

た
の
か
？
」「
ど
う
補
修
す
る
の
か
？
」
に

つ
い
て
「
分
か
ら
な
い
」「
未
定
」
と
繰
り

返
し
ま
し
た
。 

私
が
「
設
計
段
階
で
想
定
し
て
い
た
事

故
な
の
か
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
事
業
者

は
「
内
部
密
閉
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
う

簡
単
に
壊
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
回
答
。 

今
回
の
事
故
が
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン

の
設
計
上
、
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

重
大
事
故
で
あ
る
こ
と
を
事
実
上
認

め
ま
し
た
。 

広範囲に及ぶ

シールドマシ

ンの変状が発

生している。 

 

原
因
不
明
の
ま
ま
で
工
事
継
続
は
問
題 

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
損
傷
原
因
が
分

か
ら
な
い
ま
ま
、
並
行
す
る
北
行
き
シ
ー

ル
ド
マ
シ
ン
「
カ
ラ
ッ
キ
ィ
ー
」
が
掘
進
を

続
け
て
い
る
こ
と
で
す
。 

事
業
者
は
「
異
音
が
な
い
こ
と
」
を
理
由

に
工
事
継
続
を
正
当
化
し
ま
し
た
が
、
今

回
の
グ
リ
ル
ド
も
、
異
音
が
確
認
さ
れ
た

時
点
で
は
既
に
大
ギ
ア
損
傷
が
進
行
し
て

い
ま
し
た
。「
異
音
が
出
て
い
な
い
か
ら
安

全
」
と
い
う
説
明
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。 

私
は
、「
原
因
が
分
か
ら
な
い
以
上
、
一

旦
工
事
を
停
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
少

な
く
と
も
対
策
を
立
て
、
住
民
説
明
を
行

う
の
が
筋
で
は
な
い
か
」
と
追
及
。
参
加
者

か
ら
も
同
様
の
意
見
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。 

杉
並
区
内
で
も
振
動
・
騒
音
・
低
周
波
音
に

関
す
る
相
談
が
複
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
者
側
も
「
対
策
し

て
も
振
動
を
感
じ
る
と
い
う
声
が
あ
る
」
と
認

め
て
い
ま
す
。 

外
環
道
工
事
は
、
調
布
市
で
の
陥
没
事
故
や

地
下
空
洞
問
題
に
続
き
、
重
大
ト
ラ
ブ
ル
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
住
民
へ
の
情
報
提
供
は
極
め
て
不
十
分
で

す
。「
シ
ー
ル
ド
工
事
は
安
全
」
と
い
う
前
提
そ

の
も
の
が
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
工

事
の
見
直
し
と
住
民
へ
の
十
分
な
説
明
、
安
全

確
保
を
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。 

トンネル施工等検討委員会の資料より（上図） 

掘進を続けるカラッキィーの位置図 5 月 12 日時点 


